
研究の概要

動的計測・衝撃応答解析による耐衝撃挙動の解明

URL:https://st-lab-muroranit.jimdofree.com/
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構造物の耐衝撃性向上により命を守る

Seeds キーワード：FRP材料、耐衝撃挙動、衝撃荷重

　　　　　　　　　　 かわらい　　          ともき

Phone:0143-46-5227　E-mail:kawarai@muroran-it.ac.jp

FRP 材料を用いた各種構造物の

耐衝撃性向上法
もの創造系領域 土木工学ユニット
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研究の目的

本研究ではFRPシートを用いて補強した鉄筋コンクリート梁を対象に、重錘落下衝撃荷重載

荷実験を実施します。また、数多くの計測機器を用いて、その耐衝撃挙動を解明するととも

に、３次元弾塑性衝撃応答解析を実施し、精度の高い数値解析手法についても検討していま

す。実験的・数値解析的にFRP材料を用いて補強した構造部材の耐衝撃性能を評価します。

我が国では、地球温暖化などに起因する異常気象に

よって、竜巻、土石流あるいは落石などの多くの災

害が毎年頻発しています。これに伴い、過大な偶発

（衝撃）荷重によって社会基盤施設の損傷、交通網

の寸断、最悪の場合には国民の命が失われる事例が

生じています。本研究では、既設構造物の効率的か

つ合理的な補修・補強対策として、高強度で軽量か

つ人力施行が可能なFRP材の接着工法に着目し、最

終的に適切な耐衝撃設計法の確立を目指しています。



◆　適応分野

落石などの衝撃荷重が作用する社会基盤施設、衝撃工学関連

◆　研究のステージ

基礎段階

◆　製品化、事業化のイメージ

落石防護構造物の補強、安全性評価、維持管理

◆ 研究（開発）に関連して、あるいはそれ以外に関われる業務

◆　利用可能な設備、装置など

◆　教員からのメッセージ

デジダルレコーダ、レーザー式変位計、加速度計、各種汎用解析コード（LS-DYNA, ABAQUS）

研究(開発)のビジョン・ステージ

研究(開発)のアピールポイント

落石防護構造物の耐衝撃挙動を明らかにするとともに、合理的な設計法開発に向けて種々の研

究を行っております。動的計測はもちろんのこと、三次元弾塑性衝撃応答解析も合わせて実施

しております。これまでに蓄積した知識と経験を基に、安全な社会基盤づくりに貢献できれば

と思います。何かあればお気軽にご相談下さい。

三次元弾塑性衝撃応答解析を用いた社会基盤施設の耐衝撃挙動の検討、新規工法の開発や施工

の安全性評価など

◆　研究の新規性、独自性

◆　研究に関連した特許の出願、登録状況

◆　従来研究（技術）と比べての優位性

企業等へのご提案・メッセージ

FRP材料は橋梁やトンネルなどの社会基盤施設の補強方法としては既に広く使用されていま

す。しかしながら、「耐衝撃性向上法」としての補強については、まだまだ未検討な部分が

多いのが現状です。本研究では、より高度で専門的な技術や知識を駆使し実験や解析を行い、

FRP材料を用いて補強した構造物に関する耐衝撃挙動を検討しています。

FRP 材料は軽量であることより死荷重が増加しない、

耐食性に優れている、人力による施工も可能（特別な

重機を必要としない）などのメリットがあります。


